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 J-Startup / J-Startup KANSAI 推薦委員
 内閣府SIP構造化チーム チームメンバー
 内閣府「公共調達の活用等による中小・ベンチャー企業育成・強化に関する技術審査委員会」委員
 内閣府「内閣府オープンイノベーションチャレンジ」アドバイザー/審査員
 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 技術委員 / NEP審査員
 文部科学省/JST 共創の場形成支援プログラム 地域共創分野 アドバイザー
 一般社団法人日本スタートアップ支援協会 顧問
 大阪市「イノベーション促進評議会」評議員
 大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム （大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム キーパーソン）
 大阪商工会議所「第４次産業革命推進委員会」委員(～2020)/ 「産業・技術振興委員会」 委員 (2021～)
 浜松市 ベンチャー支援アドバイザー / Central Japan Startup Ecosystem Consortium 浜松アドバイザー

Open Innovation
Startup Ecosystem

Super City

Smart City

 世界経済フォーラム第4次産業革命センター Core Group of Experts (SmartCity)
 2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会スーパーバイザー
 内閣府 地方創生推進事務局 国家戦略特区 「スーパーシティ」構想の実現に向けた有識者懇談会 民間等有識者 （第２回・第４回）
 総務省「ICT街づくり推進会議 スマートシティ検討ワーキンググループ」構成委員
 総務省「デジタル経済社会を支えるネットワーク空間の在り方に関する勉強会」委員
 国土交通省・文化庁・奈良県・奈良市等「平城宮跡歴史公園スマートチャレンジコンソーシアム」会長
 経済産業省「産業サイバーセキュリティ研究会：ワーキンググループ３（サイバーセキュリティビジネス化）委員
 経済産業省「デジタル市場における問題解決と次世代取引基盤に関する検討会」 委員
 国土交通省「新型コロナ危機を踏まえた新しいまちづくりの方向性」に係る有識者ヒアリング
 国土交通省・内閣府・総務省等「スマートシティ・ガイドブック検討会」検討委員
 公益社団法人日本都市計画学会 スマートシティ特別委員会 委員 / プロジェクトスキーム小委員会 委員長
 大阪府/大阪市 大阪・関西万博におけるパビリオン等地元出展に関する有識者懇話会 委員
 福岡地域戦略推進協議会（FDC） スマートシティ部会 副部会長
 奈良県 AIタウン特別検討会 座長
 橿原市 総合政策アドバイザー / 都市計画マスタープラン検討員会 委員/ 総合政策審議会 委員
 三重県「データサイエンス推進構想（仮称）」有識者会議 委員
 浜松市 フェロー（デジタル・スマートシティ） / スーパーシティ リードアーキテクト
 山梨県 やまなし自然首都圏構想研究会 座長/リニアやまなしビジョン最先端企業等誘致アドバイザー
 加賀市 地方創生推進フェロー（デジタル化・スマートシティ） / スーパーシティ リードアーキテクト
 長野市スマートシティ推進アドバイザー/NAGANOスマートシティコミッション（NASC）アーキテクト
 SmartCityX Mentor

■委員会活動等
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平城宮跡歴史公園
パークスマートチャレンジ

(平城宮跡PSC）
の取り組み

令和元年度～令和３年度



平城宮跡歴史公園について
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至 近鉄奈良駅

特別史跡平城宮跡

24

朱雀門（Ｈ１０、文化庁）

二条大路

交通ターミナル
観光物販施設
（奈良県）

朱雀大路

平城宮いざない館

平城宮跡資料館
（Ｓ４５ 、奈良文化財

研究所）

復原事業情報館 第一次大極殿正殿
（Ｈ２２、文化庁）

遺構展示館
（Ｓ４２ 、文化庁）

東院庭園（Ｈ１２、文化庁）

南門（復原整備中）

至 近鉄大和西大寺駅

史跡
平城京
朱雀
大路跡

特別史跡・史跡の区域

国営公園の区域

県営公園などの区域

現在の開園区域

凡例

空中写真は令和2年3月撮影

〈主な事業経緯〉

1922
（T11） 史跡指定

1952
（S27） 特別史跡指定

1963
（S38）

特別史跡内の土地の
買い上げ開始
（文化庁）

1998
（H10） ユネスコ世界遺産登録

2008
（H20）

国営公園事業化
（4月）

国営公園の設置を閣議
決定（10月）

公園基本計画策定
（12月）

2018
（H30）

公園の一部供用開始
（3月）

国営平城宮跡歴史公園※は、「古都奈良の歴史的・文化的景観の中で、平城宮跡の保存と活用を通じて、
“奈良時代を今に感じる”空間を創出する」ことを基本理念として、平成20年度から事業を実施。

平成30年3月、朱雀大路をはじめとした「朱雀門ひろば」の整備が進んだことから、国営公園部分と奈良県営
公園部分を合わせ、 計35haを供用開始。現在、南門（なんもん）復原整備を実施中。

※ 国営公園区域の正式名称は「国営飛鳥・平城宮跡歴史公園 平城宮跡区域」
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平城宮跡PSCの基本的な取り組み方針
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（参考）デジタル田園都市国家構想でいうところのISを目指す

（出所）デジタル庁
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スマートシティ・ガイドブック（第１版）R3.04.12公開

どのように3ヵ年かけて平城宮跡DXを推進してきたか？

• ポイントは、「Multi-Stakeholder Process (MSP）（※）」、「Agile Governance 」
（※）１．信頼関係の醸成 ２．社会的な正当性 ３．全体最適の追求 ４．主体的行動の促進 ５．学習する会議

• スマートシティ・ガイドブックに記載の手順を踏みつつ、社会実装を目指す。
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（参考）デジタル田園都市でもアプローチは変わらず

（出所）デジタル庁
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VISIONや
課題の提示
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初年度提示した実証実験テーマ
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検討体制もWGを組成しプロジェクトに応じて柔軟に変更
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取り組みの紹介
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公園管理の仮想点検空間の構築と活用

• 公園管理の巡回に、巡回員がほぼ徒歩で1日２０km以上、8時間かけて点検。
• 過去の不具合事象について記録をしているが、分析可視化ができていない

• ドローンやロボットやセンサーからの取得情報を活用し、人による巡回点検の負担を軽減する
• 点検用の仮想空間を構築（平城宮跡デジタルツイン）を構築し、データ収集し、AI等で分析し点検効率化を図る。

課題

対応策

（出所）NTTコムウェア
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平城宮跡歴史公園の仮想点検空間構築

 取得した3Dモデルをベースにデータベースを結合して、
仮想点検空間を構築

 構造物の情報や、写真、AI結果などを格納

ドローン空撮データを活用した構造物の点検

 ドローンの空撮画像から3Dモデルを作成し、AI画像解
析し構造物を点検。

 建物の汚れ（鳥ふん）を検知。3Dモデルと組み合わせ
た可視化。

ドローン空撮データを活用した調整池の点検

 名物であるヨシと競合する外来種のセイタカアワダチソウの
領域を検出するAIモデルを作成し、画像の領域内でどの程
度セイタカアワダチソウの領域(青色)が占めるか数値化

（出所）NTTコムウェア
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（出所）NTTコムウェア

危険予兆のある樹木のAI解析

 樹木医を認定する機関である一般財団法人日本緑化センターの専門家の協力により、公園の利用者に危険を及ぼす
倒木と落枝・枝折れを起こす予兆事象について整理→AI画像解析で写真から自動的に推論できないか検証

 専門家の協力のもと不具合箇所をアノテーションした大量の学習画像を実施し、AI学習を実施。
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（出所）NTTコムウェア

360度カメラを使った遠隔点検システムの構築

 現地の360度写真を収集し、仮想点検空間上で、専門家が遠隔地から点検を実施する仕組みを構築

 実験的にロボットにエッジデバイスを搭載して、人物検知のAIを搭載して検証。
人物を検知した際に、チャットアプリへの通知および、3Dマップへの撮影点表示にチャレンジ

4足歩行ロボット巡回によるデータ収集
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公園管理台帳を活用した公園DX （国際航業株式会社）

（出所） 国際航業株式会社

 クラウドスマート公園管理システムを構築し、デジタル化を推進、今後、空間IDを共通キーとした３次元空間情報基盤
アーキテクチャのあり方等 の検討も必要
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データ連携の取り組みについて
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ワーキンググループでの検討内容
 特に、エリア共通コンテンツやMaaS基盤といった、園外とも密接に関係するデータプラットフォームについては、園外の
行政機関や事業者等のプレイヤーとの連携が不可欠。
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【データプラットフォームに関する棲み分け方針案】

G空間共通基盤
→公園管理台帳（国際航業）の機能
※他公園との一括管理については
奈良県・奈良市等との調整が必要

エリア共通コンテンツ
→プラットフォーム（NTT西日本）の機能
※園外コンテンツの提供について、
奈良県・奈良市等との調整が必要

MaaS基盤
→奈良県・奈良市や交通
事業者等と調整が必要



 昨年度のワーキンググループでは、平城宮跡歴史公園外への展開も含めた目指す将来像案について、PSC関係者
間での協議を行ったが、園外関係者も交えた意見交換等はできていない状況。
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【将来的なデータ利活用イメージ案】

データプラットフォーム連携に関する今後の取組方針
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公園DXを進めるためのポイント

24



（出所） デジタル庁

• 都市公園のDX化を進める上で、データ戦略のアーキテクチャが必要。
• 全国共通化すべき都市公園のデータの構造化の定義やベースレジストリの整備など標準化が

必要な部分は、国土交通省・デジタル庁において実施しては？
（都市公園もスマートシティ・アーキテクチャの一部である。）

• 例えば、一定規模の都市公園等において、データの整備・更新等のデジタル化をPark-PFIに
おいて義務づけをしては？

• また、近接小規模自治体が広域連携により、都市公園を一括マネジメントする仕組みも有効で
はないか？
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Thank you

hironobu.azuma.7

azuma.hironobu@jri.co.jp


